
 

 

２０１０年８月２３日 

 

芯のゴム材をより低反発材に変更した低反発球  

来季からプロ野球１２球団に納品する統一球の仕様について 

 

来季からプロ野球１２球団に納品する統一球の最終仕様が決定しましたので、

ご報告します。 

今回のボールは、中心にあるコルク芯を覆うゴム材を、従来に比べさらに低反

発素材に変えました。投手の投げるボールスピード１４４ｋｍ／ｈ、バットのス

イングスピード１２６ｋｍ／ｈ、飛び出し角度２７度とした場合、従来のボール

の飛距離は約１１０.４ｍとなるのに対し、新ボールでは約１０９.４ｍとなり、飛

距離を約１.０ｍ抑えられます。 

 

加えて従来からの変更点は以下のとおりです。  

・ 縫目幅を従来の基準値７.０ｍｍから８.０ｍｍへ広げる。 

・ 縫目高さを従来の基準値１.１ｍｍから０.９ｍｍへ低くする。 

・ 牛革は、牛の背中側の部位から脇・腹の一部にまで使用対象範囲を広げる。 

・ 生産は日本から中国へ変更する。これに伴い、牛革、ウール材も日本産から

に中国産へ変更する。 

 

＝比較表＝ 

 新 現在 

コルク芯を覆うゴム材 新低反発素材 低反発素材 

縫目幅（基準値） ８.０ｍｍ ７.０ｍｍ 

縫目高さ（基準値） ０.９ｍｍ １.１ｍｍ 

牛皮 背中側の部位、脇・腹の一部 背中側の部位のみ 

生産（牛革、ウール材） 中国産 日本産 

※ 綿糸（中国産）、コルク芯（ポルトガル産）、縫い糸（台湾産）は変更無し  

 

なおこの統一球は、１０月上旬頃から各球団に納品していく予定です。  

詳細は次ページ以降のとおりです。 

 

 

 



 

 

＜統一球の特長＞ 

来季から全球団に納品するボールには、新たに開発した低反発ゴム材を用いる

ことで、限りなく規格値下限の０.４１３４に近づけて製造していきます。  

縫い目については、国際大会使用球に感触を近づけるために、縫目幅を広く、

縫目高さを低くします。 

なお、縫い糸は従来と同じく綿糸を、また革やウール素材は従来と同じく牛革

と１００％バージンウールを使用します。  

 

＜ボールの構造・素材＞ ※かっこ内（  ）は今回の変更点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴム材（より低反発素材を使用） 

コルク（変更無し） 

） 

毛糸（原産地：日本→中国） 

 

綿糸（変更無し）  

牛革 

（原産地：日本→中国。牛の背中側の部位から脇・

腹の一部にまで使用対象範囲を広げる。） 

縫い糸  

（縫目幅〔右図参照〕： 

基準値 7.0ｍｍ→8.0ｍｍ 

縫目高さ： 

基準値 1.1ｍｍ→約 0.9ｍｍ）  

 

 



 

低反発新ボール（左）と断面図（右） 

 

 

 

（マスコミのお問合せ先） 

※ボール写真データが必要な場合は以下に連絡ください。 

東京広報課 高橋・木水 ０３－３２３３－７０３７

大阪広報課 薬師寺・植田 ０６－６６１４－８３７３

（ユーザーのお問合せ先） 

ミズノお客様相談センター ０１２０－３２０－７９９

ミズノ野球・ソフトボール情報は－  

http://www.mizunoballpark.com/

